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・容量(Volume) ・種類 (Variety) ・頻度・スピード(Velocity) ・正確さ（Veracity）
の中で、一般的には、Volumeが一番重要な概念であると考えられている。 最後のVeracityは、最近、付け加えられたものであり、そ
れまでは、3Vであった。最初から生データが「正確」であった方がよいが、クレンジング（あるいはクリーニング）という手続きにより正
確にした後、解析すべきであると考えている。
ビッグデータについて概説したつもりである。あまりにも、概論すぎると感じられているかもしれない。ビッグ、ビッグと騒がれている
が、10年ほど前のデータマイニングとはどう違うの、従来の統計的データ解析とはどう違うのという疑問をお持ちの方は多いと思う。
田村は、「大きさ」だけに引っ張られる必要は無いと考える。これまでの、ビッグデータの成功例として発表されているもののほとんど
は、適当なサンプリングをして、一部だけで解析しても同じような結果になっていると思っている。しかし、ビッグデータの一部には、全
数を解析しないと、対象の性質が分からないものもあると思う。このようなデータを解析するための手法は、まだ、見つかってないかも
しれないが、計算機環境等は整いつつあるという意味で、ビッグデータ時代があるのだと考える。「まだ、見つかっていない解析法」を
見つけるのが統計の研究者の役割であると考える。”big”という言葉を使わずに、“any”や”fast”という言葉が使われることもある。デ
ータを解析するのに数理的すぎる方法ではなく適切な統計的な手法でデータ解析する、データ中心科学的な思考が重要である。
そして今、膨大なデータに何を語らせることができるのか、第4の科学ともいわれる「データ中心科学」の確立が
急がれています。
統計学はどのような議論や理屈も関係なく、一定数のデータさえあれば最適な回答が出せる。そうした効能により
旧来から自然科学で活用されてきたが、近年ではＩＴの発達と結びつき、あらゆる学問、ビジネスへの影響力を強
めている。こうした点から本書では統計学を「最強の学問」と位置付け、その魅力と可能性を伝えていく。
